












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１９０６年 １９１０年 １９１３年 １９１８年
１(蒸)２(水電）
40(電）
1（蒸)１（ガス）
1（水）１（水蒸）
1（水電）
２（蒸)３（ガス）
15(電)１（ガス蒸）
４（水）１（水蒸）
江沼郡
３（蒸)１（ガス）
２（水）１(蒸電）
１（ガス水）
１（水電）
3（蒸)４(石）
1（蒸水電）
1（蒸石水ガス電）
6（水）
3(蒸)22(電）
3（電水蒸石ガス）
1(ガス）１(石水）
1（水電)１(蒸水電）
2(石)９(水）
３（蒸)１（蒸電）
２（ガス)１(水石）
63(電)４(水電）
２(水ガス電)３(水）
１(石水電）
49(電)１（水蒸電）
１（水ガス電）
１（水石電)１(石蒸電）
９（ガス)１(石）
27(電)１（蒸電）
２（ガス電）
２(蒸）１(水ガス電）
３（ガス)１（石）
５(電)１（ガス電）
Ｉ（蒸ガス水）
５(ガス電)１(水石）
１（蒸電)１(蒸）
３（ガス）３(水)７(電）
１（蒸）
３（蒸)１（水電）
３（水）128(電）
２（蒸電）
能美郡
1（電)３(石）
2（水）
1（蒸)17(電）
1（ガス)６（水）
1（石)２(石水）
石川郡
19(石）
１（ガス）
１（蒸)２(石電）
６(電)１(石ガス）
15(ガス)17(石）
河北郡
1（水） ３（蒸)３（ガス）
２(水)５(石）
１（ガス水電）
羽咋郡
2(蒸）１（水）
1（蒸水）
1（蒸）１（石）
2（水）
１（蒸)１(ガス蒸）
６（ガス)２(水）
１（石)１(蒸電）鹿島郡
１（蒸） ２（蒸）鳳至郡
1（蒸)10(電）
1（蒸水）
1（水）
５（蒸)33(電）
3(石)１（ガス）
2(水）
１（蒸水電ガス）
1(石ガス水電）
4（蒸)73(電）
１（ガス）２(石）
１（石水）金沢市
表中．水は水車，蒸は蒸気機関，ガスはガス発動機，石は石油発動機，電は電動機の略。
（）内に略称が２つ以上あるものは，その原動機をすべて所有していることを示す。なお略
称は表１．１１も同じ。
－２４－
第１章工場制工業の展開
表１．１０郡市別・原動機付「工場」の総数
１９１０年
原動機
有無
１９１３年
原動機
有無
１９１８年
原動機
有無
１９０６年
原動機
有無
１９００年
原動機
有無
６
３
８
２
４
２
１
３
９
２
４
２
４
１
１
８
４
２
江沼郡
能美郡
石）１１郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
鳳至郡
金沢市
合計
４
５
４
１
２
７
７
５
５
３
８
７
４
７
５
５
２
４
８
１
２
０
９
１
４
０
５
６
６
２
１
２
３
２
２
０
３
２
０
５
８
５
７
０
２
９
９
９
７
４
７
０
５
５
５
６
０
１
４
２
６
９
１
２
４
９
３
０
３
０
３
－
２
１
７
９
４
８
５
４
１
２
３
８
１
３
０
６
０
０
６
３
２
３
０
３
３
２
１
２
３
１
０
４
１
３
１
３
１
９
２
２
５
０
８
５
０
５
１
０
４
１
３
２
２
１
１
６
８
１
０
９
７
３
１
４
１
３
８
１
３
表１．１３は1906年までの一｢工場｣の平均労働者数をみたものである。１９０６
年までに限ったのは，この時期で「工場」の性格が転換するだろうという予
測にたっているからである。この表から考えて「工場」の平均規模は1900年
代を通して30人前後で，工場数が増加してもその傾向は大きく変化していな
い。こうしたことから労働者数30人を一応石川県における機械制「工場」の
境界と設定しておく。
さて以上の点を前提にして，各表をみることにしたいが，その全体につい
てのこまかい分析をおこなう余裕はないので，次の５点にその問題を整理す
る。
第１は1906年は「工場」数の上でのピークの１つにおいたが,表１．１０など
を通じて，機械制「工場」すなわち原動機付「工場」の増加がこの時点でほ
とんどみられなかったということがわかる。表１．１２でわかるように｢工場」
の増加の圧倒的部分が，絹織物の原動機をもたない「工場」によってしめら
れていたわけであり，しかも表１．１０によると，能美・石川・河北・羽咋郡
にその傾向が強かったといえよう。従って1906年以前を手工業的「工場」の
時期とし，同年をその最盛期とすることができる。
第２は1910年についてである。この年の原動機付「工場」の増加率は他の
－２５－
表１．１１業種別「エ場」の原動機種
１９１３年１９１０年１９０６年１９００年 １９１８年
189(電）
14(ガス)２(石）
４(水)２(水電）
１(蒸電）
８(ガス電）
２(石水）
１(蕪ガス電）
２(石水電）
３(ガス水電）
１(石蒸電）
８(蕪)３（水）
16(電）
２(蒸電）
１(蒸水電）
35(ガス石水）
１（蒸電水）
24(電）
１（蕪)１（水蒸）
87(電)29(ガス）
17(水)24(石）
１(ガス石）
３(石水）
２(石鬮）
１（水電）
4(蕪)３（水）
5(電)２(蒸水）
3(蕪)２（水）
1（電）
絹織物
11(蒸)５(水）２(ガス石水）
９(蒸）
４(蒸）３(水）
２(電）製 糸
4(電)１（蒸電）
1（ガス水電）
1（蒸水電）
1（水電）
1(蒸）
1（ガス水）
2(石)１（蒸電）
1（電水蒸）
1(ガス石電）
2(電蒸石ガス）
２（水）１（ガス）
１(蒸電）
１(電水）
１（ガス水）
2(蒸電ガス石
水）
１(蒸）
１(蒸電）
化学
２８(冠）１（ガス石水）
３（電）
１（電)１（ガス） 1（蒸)57(電）麻真田打綿
1（電)２（水）
2(石）
1（ガス蒸）
１（石水）
2(水電）
3(ガス）
１(水)１(電）
4（ガス石水）
1（蒸鼠ガス水）
1（水）
窯業
３（冠）
１（ガス石水）
６（電）印刷
タバコ １（ガス石水）２（ガス）１（ガス水）
21(電5(電）
1(ガス)１（石）
1（ガス蒸）
1(石電）
２（ガス石水）
３（電)１（蒸電）
1（蒸）
機械製造
3(電）
2(電）
３（電）１（電）
１（蒸）
１（蒸）
１（ガス石水）
1(蒸ガス石電水）
漁網
漆器
製紙
マツチ
電気
木材加工
製茶
醸造
、箔
金属器具
食品加工
ガラス
雑業
1（蒸電
1（蕪)１(水）１１
ｊ
蒸
電
蒸
く
く
く
１
１
１
９(電）
９(電）
１（蒸)２(電
２(電）
１（電）1(蒸）
2６
＿－－－￣￣￣~
第１章工場制工業の展開
表１．１２業種別・原動機付「工場」の総数
１９１３年
原動機
有無
１９１８年
原動機
有無
１９００年
原動機
有無
１９０６年
原動機
有無
１９１０年
原動機
有無
絹織物
製糸
化学
麻真田･打製綿
窯業
印刷
夕バコ
機械製造
漁網
漆器
製紙
マツチ
電気
木材加工
製茶
醸造
箔
金属器具
食品加工
ガラス
雑業
その他
合計
３
９
３
３
５
４
０
０
５４４
９
６
２
１
２
３
１
１ ４
０
４
２
２
３
１
１
５
７
０
１
０
７
１
３０
１
２
４
５
４
１
６
１
１
１
１
１
６
１
８
６
０
４
１
２
０
３
２
１
’
６
０
２
０
３
０
１
１
1６６１３６
１６２３
９１
２８０
７１７
６２
９
０
８
８
７
６
２
３
５
２ ３
０
０
３
０
１
５
２
０
１
５
１
１
３
０
１
０
２ ２
８
２
０
２
９
３
２
０１０５
０２０３ ０２
０１ ｜『ロロロローー『ロロロロー梺壹ロロロロー《（一叩圭叩一》
１
３
１
２
２１
０１
０１
０１
０
９
９
３
２
１
０
９
８３
２
２
１
２
０
３
０
２
３
３
１
０３
０１
０１
０１
０８
３８５００
０１
０３ ０３
０２
１０
０８
９９４２５
０
０
０
０
９
４２
２
２
３
４
５
１
２
２
０１
０４
２２１８４
その他としたのは各業種のうち，各年次とも原動機を所有しないものを
一括したものである。
どの時点よりも高いことがその特徴である。とくに絹織物業地域では金沢市
の増加率が目立っている。このことは1906年から同年までの間に石川県下に
機械制「工場」への転換がみられたことを示しているといってよかろう。
第３は1913年は原動機付「工場」が手工業的「工場」をはじめて上まわっ
－２７－
、表１．１３－「工場」の平均労働者数た重要な年である。同年ま
で機械制「工場」が順調に工場数労働者数一工場平均数
増加をし，同年以後さらに
1900年２１８7,737３５．５ 増加している。全体の動き
０１２４９８，１８３３２．９ と同様に絹織物業において０２２６９８，８０２３２．７
も前者が後者を上まわって０３３５９１０，５９９２９．５
０４５０３１４，６０６２９．Ｏ いる。郡市別にみても，石
０５４５３13,373２９．５川・河北・羽咋の３郡と金
０６５３６１５，７１３２９．３ 沢市にも同様のことがいえ
る。ついでに他郡の動きを
みると1918年には江沼・能美・鹿島の３郡が機械制「工場」への移行を示し
ている。前者の石川・河北・羽咋の３郡は「工場」数の動向から同一グルー
プと判断したが，ここでも同じ動きを示していることに注目する必要がある｡、
この３郡はいわば伝統的な絹織物業地帯の小松・大聖寺Ｐ金沢地区の周辺の
農村部である。ここにおいて，同業種の機械制「工場」生産への移行がはじ
まったことを重視しておきたい。後者の江沼・能美の２郡は同様に「工場」
数の動向でも同一グループであった。この２郡は前３郡と対比したところの
伝統的絹織物業地帯を中心としているとみてよかろう。この地帯はやはり機
械制｢工場｣化がおくれ，その伝統の内容を示している。しかしそれでも1918
年には機械制「工場」生産への移行を明確にしている。従って石川県全体を
考える場合に，機械制生産への移行の終期はどんなに遅くとっても1918年よ
りは下らないとみてさしつかえない。
第４は業種別の傾向についてである。原動機を比較的多くもっている業種
をひろいだすと，麻真田をはじめとした繊維工業，機械製造業，それに化学
工業などが目につく。前２業は絹織物業の関連産業で，それに影響をうけて
いたと考えられよう。原動機の少ない業種をみると，染色・ししゅう・漆器
・窯業などをあげることができる。美術。工芸関係の伝統的業種は機械制生
産がすすんでいなかったわけである。
最後に原動機の内容について若干ふれておきたい。表１．１１の原動機種の
数字を次の表１．１４に再整理してみた。
－２８－
第１章工場制工業の展開
電動機の普及をみるた表１．１４主要業種の原動機種の内容
めに，他の原動機をもつ 絹織物製糸化学他共計
ている「工場」でも電動
水車２２６機を持っているならば，
電動機『工場｣乢以老雲三雲雲’’１m下ｶﾞｽ･石油発動機･蒸旱電動機，，２
合計気機関・水車の「工場」６１０２２２
数をみたものである。こ 水車３３２９
の表から各年順にもっと‐元蒸気機関６４’1
も多い原動機をみると，○ガス石油２６－￣
蕪→電→ガス.石→電→隼電動機５２２１２
合計１４９６３８電となる。大体の傾向と
水車して（1906年を例外とし
て),燕→ガス.石→電を元蒸気機関９１２－ガス石油３５２４７
指摘しうると思う｡とく旱電動機２５２４０
に1900.06年においても 合計６０１１２９９
蒸気機関～電動機の原動 水車１７５２４
機数が水車を大きく上ま２１１１１６元蒸気機関
わっている点が重要であ－ガス石油５７３６７
る。また原動機の点から 季電動機９０５１４２
合計１６６１６９２４９いえば1913年には機械制
水車４３７大「工場」へ「工場」の
元蒸気機関811性格が全県的規模で転換 一ガス石油１８ ｍ
したといってさしつかえ 隼電動機２０７１９８３５０ない。 合計２２９３０８３８９
次に従業員規模別に
「工場」の検討を試みた
い｡資料の制約もあり，表１．１５は1910年以後の郡市別の統計となる。
従業員規模別に「工場」を考える場合に，その「工場」数だけでは不充分
なので，それぞれの従業員数も示しておいた。規模の区分は原資料の通りと
－２９－
表１．１５ 従業員規模別
１０～２９人工場 ３０～４９人工場
工場数％職工数％工場数％職工数％
江沼郡
能美郡
石川郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
鳳至郡
金沢市
合計
６
７
９
０
２
６
８
田
皿
２
８
６
５
６
５
４
６６．７
８７．０
８６．２
８２．０
８４．９
９１．８
８８．９
６１.８
８０．２
４９０
１，２８７
１，３５１
９７２
９８７
８３６
１０２
１，０５９
7,084
７
６
７
４
９
２
４
７
５
●
●
●
●
●
■
●
●
・
●
３
６
８
９
９
９
９
６
７
４
３
５
６
６
７
６
２
４
６
８
７
９
０
４
１
７
２
．
１
１
６
４
０
８
７
７
６
１
７
８
●
●
●
●
●
●
●
●
■
５
８
８
４
３
６
１
６
１
１
１
１
１
１
２００
２８７
３０１
３１３
３６５
１４９
４５
６０５
２，２６５
８
２
１
３
８
１
６
３
２
●
●
●
●
●
●
●
●
●
７
８
３
２
５
４
０
５
５
１
１
２
２
１
３
１
１
九
一
○
年
江沼郡
能美郡
石川郡
九河北郡
＝羽咋郡
年鹿島郡
鳳至郡
金沢市
合計
８
２
２
２
９
７
５
布
帥
６
８
４
４
１
２
３
７２．３
７８．８
８４．０
８０．７
８２．７
８１．８
１００．０
６６．４
７５．９
１，１１９
１，２６４
７６４
７３４
３３０
４０２
７０
１，３５１
6,034
３
１
０
５
８
１
０
０
４
●
●
●
●
●
●
●
●
●
坐
躯
銘
館
詔
弱
的
弘
如
１
｜壹」【。】》《弔二二宮四一一．一【回凹一《肝』｜｝】》《四一グー勾一（西夕写生｜
｜■■ロ。］一『ロロロロ一
９
５
０
６
７
１
●
●
■
●
●
●
５
２
０
１
８
６
１
１
１
１
８
４
６
７
４
０
５
９
７
０
７
８
５
４
１
２
22.1
11.0
15.6
17.6
８．７
１１．０
2０
６３
1７．７
１３．３
７２３１８．２
２，３１２１５．５
江沼郡
能美郡
石川郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
鳳至郡
珠洲郡
金沢市
合計
５
６
３
９
０
１
２
２
９
７
４
７
６
２
２
１
０
５
１
３
５
９
８
５
０
３
７
０
６
７
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
２
７
１
２
９
２
６
０
８
８
６
６
８
７
６
４
６
０
６
６
１
７８８
１，２０４
1,093
５９８
３１９
２１４
４１
４８
１，８４４
６，１４９
８
４
４
１
５
８
８
０
４
８
●
●
◆
●
●
●
●
●
△
●
●
９
３
０
４
３
６
２
０
９
１
２
２
６
５
３
１
３
０
２
３
１
４
４
８
７
６
３
１
１
４
５
４
５
７
５
●
●
●
●
●
●
９
２
０
７
０
１
１
１
１
１
２
１
521
517
293
246
223
126
７
０
２
２
４
９
●
●
●
●
●
●
９
０
６
２
３
９
１
１
１
２
２九
一
八
年
2０
７２
1２．６
１３．８
７６２12.1
2,68813.9
職工の中に徒弟数も含めてある。
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第１章工場制工業の展開
「工場」数と従業員数
計５０～９９人工場 １００人以上工場 合
工場数％職工数％工場数％職工数％工場数職工数
７
３
２
２
１
１
９
０
５
３
４
６
●
●
●
●
●
●
７
３
２
３
３
１
１ 劃
０
０
６
０
１
４
四
週
、
６
７
５
４
６
３
３
７
●
●
●
●
●
●
８
５
５
８
４
６
３ ９
０
０
１
３
１
９
ｍ
妬
３
０
８
６
７
６
１
１
５
１，１２１
３，５１７
２，３０２
１，４０１
１，４１２
１，０５６
１４７
３，９６１
１４，９１７
2.0
２．５
1,753４９．８
５２０２２．６
２
２
1３
２９
1２．７
５．５
９
１３
８．８
２．５
1,427３６．０
３，７００２４．８
８７０22.0
1,868１２．５
９
５
３
４
１
４
７
８
０
７
３
１
●
●
’
●
●
●
●
９
４
６
７
４
２
１
６
１
４
４
７
７
９
７
８
３
５
４
５
３
１
２
２
2３．６
８．３
１６．４
１９．９
６．７
３３．９
２
４
２．１２５５１０．０
３．９２，３６７５２．６
４
４
０
２
３
３
５
３
４
９
０
５
５
２
３
１
７
１
１
４
２，５２８
４，４９６
1,124
１，１７５
８５０
７２９
７０
３，９７８
１４，９５０
１４．３３８９４５．８
1０
３６
８．８
７．６
６６２１６．６
２，３５１１５．７
８
５
１
７．１
３．２
１，２４２３１．２
４，２５３２８．４
９
６
５
４
２
１
１
１
１
５
３
５
０
９
３
３
●
●
●
●
●
●
●
２
４
６
０
６
２
３
１
１
１
４
３
650
1,088
３１０
２６２
１２６
７７３
８４
６
１
１
７
３
８
２
●
●
●
●
●
●
●
４
１
７
３
３
０
７
２
２
１
２
１
６
６
４
６
１
６
３
３
●
●
●
５
５
１
６８７
２，３３８
１１３
2５．９
４５．４
６．３
２
２
７
０
９
６
３
２
９
０
７
１
７
４
２
２
５
２
１
１
５
６
７
９
６
１
１
５
８
６
５
４
４
０
０
５
７
２
４
７
２
６
１
８
１
９
２
１
２
３
９
９
９
ワ
リ
ワ
９
２
５
１
１
１
６
９
１
28329.8
104８．２
１
１
３．４
３．９
1６
６４
1０．１
１２．３
１，１４２１８．２
４，４３５２２．９
８．８
５．２
２，５２８４０．３
6,053３１．４
1４
２７
－３１－
した。資料が不足していて正確なことはいえないので，次の点の指摘にとど
めたい。第１は30人以下「工場」，すなわち手工的「工場」か，機械制「工
場」の未熟なものの存在が,「工場」数の上で大きな割合を占めていることで
ある。このことは絹織物業の中小規模的性格と無関係ではないが,100人以上
の大規模「工場」の少なさとあいまって石川県の工業の'性格を特徴づけてい
る。第２に，しかしながら従業員数の比較からみると必ずしも30人以下規模
「工場」が圧倒的ではない('4)。1910年にはすでに30人以下｢工場｣の従業員数
が全体の50％をわっている。おそらく同年直前にその傾向があったと思われ
る。さらに相対的には100人以上｢工場」の従業員数が多い。このことは鉱山
・精錬所の大経営の存在とおそらく関係しており,必ずしも大規模絹織物｢工
場」の存在を意味しない。第３に30～99人までの中規模「工場」の動向につ
いてである。ここでは「工場」数，従業員数が漸増しており，特に50～99人
規模「工場」において1910年から13年にかけてその傾向が著しい。また郡市
別では石川・河北がその傾向をよくあらわしている。次節で分析するが，こ
の規模に絹織物業「工場」がある程度集中していることもつけ加えて考えて
おかなければならない。
以上から，結論的にいうならば，３０～99人規模「工場」が「工場」の中で，
1910年から13年にかけて中心的存在となったといえよう。このことは前節の
結論とあわせると，1913年前後の時期に，絹織物業を主導的業種としてヅ石
川県における機械制「工場」生産が確立されたと考えてさしつかえなかろう。
第４節絹織物「工場」生産の展開
前２節において石川県の当該時期の「工場」生産の展開の様相を把握する
ことにつとめてきた。県内諸産業における絹織物業，全「工場」生産におけ
る絹織物「工場」生産の規定`性を考えに入れて，ここでやや立ち入って絹織
物業における「工場」について検討したい。石川県の主導的業種であるので
多角的な分析が必要であるが，ここではその一部分として絹織物「工場」の
意義にしぼって論ずることとなる。とりあえず次の表１．１６によって，石川
県の絹織物生産の栂
－３２－
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第１章工場制工業の展開
表１．１６主要絹織物産額
輸出羽二重％平絹類％内地羽二重％縮緬％他共計
年８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
５
９
９
，
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
８
９
９
９
９
１
１
１
１
１
７
０
９
１
７
４
２
６
２
２
３
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０
３
４
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４
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０
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１
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２
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９
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９
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７
７
９
９
９
７
９
９
９
７
９
９
９
９
９
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９
７
７
９
１
５
３
４
５
７
１
７
０
０
８
７
９
９
８
０
８
９
２
６
５
９
１
６
３
１
１
１
１
１
１
２
３
２
１
１
２
７
４
３
４
３
４
７
４
３
７
８
１
１
３
９
３
０
７
９
３
３
９
５
３
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
７
１
２
７
２
０
５
９
７
４
１
６
９
７
９
０
７
８
７
３
７
４
７
７
６
４
８
７
７
８
９
９
８
８
８
８
７
７
７
６
７
６
６
６
６
５
５
４
３
２
坐
Ｗ
狙
釦
”
蛆
、
馳
理
馳
加
弱
銘
仙
詔
皿
駆
開
氾
卯
印
妃
酊
犯
窕
０
６
９
．
６
２
１
６
４
０
６
５
４
１
３
９
３
０
３
６
１
２
６
２
０
６
９
７
７
？
？
９
９
９
９
９
９
？
？
９
７
７
７
？
，
９
９
９
？
９
７
４
６
４
５
６
８
１
８
２
２
０
９
．
ｎ
ｍ
ｎ
ｕ
ｍ
ｕ
旧
妬
必
氾
坐
妬
印
１
１
１
１
９
３
５
７
３
２
８
３
１
５
０
５
０
１
９
３
４
９
２
８
．
５
５
２
５
７
８
９
２
７
５
９
０
２
３
３
３
３
２
５
５
８
６
５
７
７
４
３
３
３
５
５
８
２
１
８
４
６
４
８
９
７
４
６
０
１
５
１
９
２
２
５
３
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
２
３
４
４
７
６
４
６
６
３
３
２
２
１
１
１
０
０
７７４
１，３３３
１，８０２
２，２１６
２，６３３
３，８３４
８，２０６
１３，１３７
１１，２２５
１６，７２３
５
３
０
４
１
７
５
１
３
１
●
．
●
●
■
●
●
●
●
●
●
６
９
５
５
４
４
８
８
５
７
１
１
１
１
１
１
２
３
３
９
５
３
６
６
０
８
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
１
７
１
６
７
７
６
７
’
２
７
５
’
９
６
４
４
６
８
１
５
３
５
５
１
３
２
１
９
１
９
，
？
？
９
７
３
１
２
３
３
産額の単位は1,000円。
作表を1898年～1921年に限ったのは資料的制約からである。とくに1922(大
正11）年以降『石川県統計書』の内訳け項目が大巾に変更されているが，時
期的にみて必要な判断材料はえられている。参考のため1925（大正14）年の
－３３－
判明する数字も表示した。絹織物産額からみると1904（明治37）年迄順調に
増加しているが，以後10年間はほぼ横ばい状態で，１９１５（大正４）年から１９
年にかけて急増している。こうした中で1919（大正８）年迄は輸出羽二重が
過半をしめ，とくに1900年代は第２位の平絹類産額との間に大きな差があっ
た。1910年代をつうじて輸出羽二重が石川県絹織物業を支える主柱であった
ことはまちがいない。しかし1910年代後半にその産額は伸びているが，内地
向の小幅羽二重生産が急増し，1920年代には縮緬（ちぢみ）がそれに続いて
いる。大恐慌によって輸出が激減することもあって，1920年代以降の絹織業
の主軸に輸出羽二重を置くことはできない。
つぎに絹織物「工場」とはどのような内容をもつか，その規定について関
係書より定義しておこう。前述のように一般的に「工場」は従業員10人以上
の経営であるとした。しかし絹織物の「工場」については若干の論争がある。
その細部までは検討できないが,庄司吉之助『川俣地方羽二重機業発達史』(岩
瀬書店，1953年）は職工10人以上を工場として取り扱っているのに対し，三
瓶孝子『日本機業史』は「1o人以上の規模であっても凡てが工場制工業とは
見なさない。その技術的基礎を手機におくか，力織機におくかによってマニ
ユと工場制工業とに区別される｣('5)と規定している｡この指摘はいくつかの問
表１．１７全絹織物産額における輸出羽二重の比重
１９００年 １９１０年１９０６年
工鰹菫産全絹産額工鰹董産全絹産額工鰹量産全絹産額
江沼郡
能美郡
石川郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
金沢市
合計
７
０
７
３
３
４
１
９
１
９
８
６
５
８
６
５
５
３
２
１
２
８
５，
７
１
３
９
２
９
３
３
２
６
８
７
８
８
６
５
９
５
１
８
８
３
２
１
２
０
９７
，
２
４
１０
１，６５２
1,313
1,253
1,312
874
1,779
8,146
９９
２，６８７
１，６４２
１，５０１
１，８００
１，０１５
１，８１５
１０，５６２
１，２４７
3,043
１，６４２
１，５０１
1,800
１，０１５
1,830
12,078
９
０
８
８
５
２
０
２
１
４
０
８
０
３
５
４
２
３
５
５
９
８
７
１
９
７
饒
９
，
７
７
１
２
１
１
３
２
１
９２１
１，１９９
１，５４８
７５６
566
3,622
8,616
１，４０９
１，２７７
１，５８８
９０５
７８７
３，６４１
９，６１０
産額の単位は1,000円で，1,000円以下は切り捨ててある。1900年の輸出羽二重工場生産
額は不明。
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第１章工場制工業の展開
題点をもっている。例えば「職工10人以上」といった場合資料上によくあら
われる徒弟を含むのか否か，統計表の記載では職工何人，徒弟何人という区
別がおこなわれている場合をどう考えるかという点で検討が不充分である。
また織物の技術的特性についての配慮がなされていない点も問題となろう。
これについては三瓶は他の個所で自説を述べているが，絹織物業を考える場
合，当面次の２点はどうしてもさけて通ることはできない。ひとつは労働手
段，とくに織機の多種雑多性の問題で，1910年代でも力織機は34種類にも及
んでいたという。他は生産物の多品種性で，同じ時期の福井県の絹織物だけ
でも146種を数えたのである('6)。これらの諸点は絹織物業の零細性を本来
的にもたらし，その零細マニユ経営の存在と不可分である。したがって絹織
物業におけるこのような客観的条件を無視し，力織機の有無をマニユと工場
制工業の分岐点に単純にするわけにはいかない。そのため本論は意識的に力
織機以外の指標から「工場」に関して分析することにつとめた。結論を先走
って言えば，石川・福井の輸出羽二重生産においては力織機を重要な１指標
とすることはさしつかえないが，西陣・桐生などにおいては同じ水準の指摘
として力織機を持ち出すことはできないのではないか，と考える。こうした
不充分さはあるが，しかし三瓶の定義は絹■織物「工場」について判断の重要
なよりどころとなる。
石川県の絹織物生産
１９１３年１９１８年 における輸出羽二重の
工騨董産全絹産額工灘量産全絹産額 位置について前述した
が，その「工場」生産７１７６2,797－１０，１６３
量も含めて表１．１７の1,754２，５３７3,705４，５０５４，９５９８，４５８
９８２９９３１，１３２２，６９９２，６９９２，９８４ 分析からはじめる。
１，５９５１，６０２1,602３，４０１３，４４９３，７３４ 前掲の表１．１６にも
３７６３９９４０４１，６７６１，７５８１，７２６ あったようにこの間全
８４５９５６１，０４１２，４９５２，４９９３，７６５ 絹織物産額の中におけ
３，４７２３，６２８３，６９８９，９６１１０，０２６１３，４２４ る輸出羽二重産額の割９，０９８１０，１９４１４，３８１２４，７４１２５，３５３４４，２５７ 合は次第に減少してい
るが，一方その減少と
－３５－
は逆に輸出羽二重生産の中で「工場」生産の割合が増加している点を見落と
すことができない。輸出羽二重の「工場」生産比率は最初より高いが，１９０６
年はまだ全体の４分の３で，1918年にはほぼ完全に近い形で「工場」生産主
体となっている。また金沢の「工場」化が早いのに対し，輸出羽二重の生産
量が次位である能美郡の「工場」化の速度は鈍い。この両地域の相違は注目
しておきたい。郡市別の生産量を見ると金沢・江沼・能美が絹織物の主生産
地であることがわかるが，江沼はほとんど輸出羽二重を生産していない。こ
の３郡市は1910年代には石川県絹織物の７割の産額をしめ,また金沢･能美は
同じく1910年代に石川県の輸出羽二重産額の６割をしめていた。この３つに
石川・河北，さらに羽咋郡が続いていることも判明する。以上の点から厳密
には江沼郡を除く石川県の絹織物業の機械制「工場」生産の重要指標として，
力織機の普及を検討することができる。規模については「職工10人以上」と
いう指標を修正して，職工・徒弟10人以上，すなわち従業員10人以上とした
い。
表１．１８郡市別絹織物「工場」数
1884年1890年1895年1900年1906年1910年1913年1918年
江沼郡
能美郡
石川郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
金沢市
合計
２
１
０
９
２
６
２
２
７
８
３
３
１
２
４
０
３
１
１
７
３
６
０
４
２
６
８
２
３
１
２
４
８
２
１
６
６
２
５
０
３
４
１
１
２
２
１
５
４
１
４
６
８
０
１
１
７
７
１
８
８
９
７
５
６
６
４
０
４
５
０
５
０
０
４
３
８
７
６
６
６
６
３
４
１ ３
３
１
２
６
１
２
９
０
１
３
２
９
１
さて絹織物「工場」の展開について以下検討するが，すでに部分的にふれ
てきたので要約して述べる。まず表１．６から絹織物の部分だけを取り出し
て，表１．１８として掲げる。
この表にもとずいて絹織物「工場」の展開に関する次のような特徴を指摘
することができる。まず総数からみると1900（明治30）年は大巾な「工場」工
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数増加の起点となっており，その後1906(明治39)年が頂点となり，以後「工
場」数の上でははっきりとした減少傾向をたどっている。しかし表１．１６か
らも明らかなように絹織物生産額は同年をピークとしてはおらず,その後1910
年代後半以後急増して1919（大正８）年がピークとなっている。このことは
1906年の「工場」数の意味を考える上で重要である。つぎに1906年には石川
・河北･羽咋郡において「工場」数の増加が顕著で，しかもこの３郡の「工
場」は1913（大正３）年にそろって激減している。表１．１７によれば確かに
３郡の絹生産額，とくに輸出羽二重産額は増加しており，｢工場」数が減少し
はじめる1910（明治43）年，さらに明確に減少した1913年はその「工場」数
の減少ほど生産額の減少は著しくはないｂ以上のことから1906年時点の「工
場」と1913年の段階の「工場」とはその'性格が異なっていることが予想され
る。この点を考えるために表１．１９と前掲の表１．１４をみてほしい。
表１．１９絹織物「工場」の原動機の有無
１９１８年
原動機
有無
１９１３年
原動機
有無
１９１０年
原動機
有無
１９０６年
原動機
有無 羽
田
ｎ
羽
、
加
必
２
９
６
０
６
０
６
２
１
０
１
８
０
２
７
６
５
５
１
２
０
２
９
０
９
６
２
３
２
３
１
３
１
９
５
０
１
４
７
２
２
９
５
０
０
４
６
３
２
７
７
４
６
５
３
江沼郡
能美郡
石川郡
河北郡
羽咋郡
鹿島郡
金沢市
０
２
１
１
１
３
５
４
４
７
９
０
８
２
１
８
８
８
７
４
６
まず表１．１４から1906年までの絹織物「工場」の原動機は水力と蒸気が主
体であったこと再確認する。さらに1910年にかけてガス・石油発動機，電動
機へ移行し，この時点では水力.蒸気はなくなっている。そして1913年以後は
大半が電動機となった。原動機の内容からみると著しい変化の開始は1906年
からで，1913年には電動機移行が完了したといえる。
こうした事情と関連させて表１．１９は全絹織物「工場」の原動機の有無を
－３７－
郡市別に表示したものである。全県的にみるならば，表１．１２で検討したよ
うに1910～13年において原動機のない「工場」から有る「工場」への転換が
明白である。この時期に同様の傾向を示した郡市は石川・河北・羽咋と金沢
である。これらの郡市は1913年に「工場」数を減少させている点も共通して
いる。とくに石川・羽咋の原動機のない「工場」が1913年にはほとんど消滅
してしまった。一方江沼・能美両郡はこの３年間に「工場」数を増加させつ
つ，原動機付「工場」も増加きせている。しかしそれは過半数にはなってお
らず，おくれて1918年に原動機付「工場」が３分の２以上となっている。し
かし前記４郡市の示した傾向を1913年には追従しはじめている。
次に絹織物「工場」の従業員規模別動向を示す表１．２０を検討する。
表１．２０従業員規模別絹織物「工場」数
10～29人工場３０～49人工場５０～99人工場100人以上工場合計
％
1１．２
１７．５
５．６
８．３
％ ８１．９％ ４２７
１，０７４１０．６１０，０９９
１８
４５６
》》 》》
物
糸
織絹
製
一九一○年
３５１
５，９７８
１４
２３６
8２．２
５９．２
７７．８
５１．８
４８
１，７６８
１
３８
20
1,279
３
１８２
４．７
１２．７
１６．７
３９．９》騨 轍》
物
糸
織絹
製
一九一三年
２２８
３，７０４
２５
４４１
7５．５
４６．８
７５．８
５６．１
４２
１，５８２
５
１７２
13.9
20.0
15.2
21.9
24
1,604
３
１７３
７．９
２０．３
9.1
22.0
８２．７
１，０２０１２．９
３０２
７，９１０
３３
７８６》陣》》
絹 物織
製 糸
一九一八年
１７９
３，２３１
，
１６５
6３．４
３１．１
５５．０
２７．１
４２
１，５９０
４
１３２
1４．９
１５．３
２０．０
２１．７
４５
3,162
５
３１２
16.0
30.5
25.0
51.2
1６５．７
２，３９９２３．１
２８２
１０，３８２
２０
６０９
これも資料の関係から1910年以降しか判明しない｡10～29人従業員所有｢工
場」の比重が大巾な減少傾向にあるにもかかわらず，依然として圧倒的な部
分をしめている。1918年においてようやく全｢工場」数の３分の２を割ると
いった具合である。絹織物業は基本的には小規模経営であったわけである。
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にもかかわらずそれぞれの規模における労働者数の比重においては別の傾向
が生じていることを見落してはならない。とくに1913年では30人未満｢工場」
の労働者数が全体の半分以下になったことに注目する。それは以後金沢を中
心とした地域の100人前後の大規模｢工場」へ比重が移っていったことと無関
係ではないからである。第１次大戦後には16工場でもって全体の４分の１の
労働者を有するという，織物業としては「集中」傾向がみられる。
表１．２１絹織物生産における力織機と手織機
全絹
力織機台数
工場家内工業合計
６８
６４
３５４
７９３
1,767
3,532
5,5691325,701
6,7731046,877
6,9911677,158
７，８１０１７７７，９８７
8,5941668,760
9,1892739,462
9,71131910,030
11,97233212,304
織物
手織機台数
工場家内工業合計
１６，２０７
１９，４３３
１９，８１８
20,993
17,479
１３，４０３
5,5372,4517,988
３，９１４２，１０２６，０１６
3,2041,8955,099
1,4991,2722,771
1,4381,3522,790
1,5391,7313,270
1,2181,3602,578
8171,1852,002
輸出羽二重
力織機台数手織機台数
工場家内工業合計工場家内工業合計
６８１２，５１５
６４１３，２８１
３５４１２，５６９
７９３１３，１９９
1,630１０，１６５
3,2858,394
4,9641065,0704,0521,3085,360
5,720825,8021,6161,1222,738
５，９６４１５５６，１１９9851,0071,992
6,4821656,647４４２6451,087
7,1741317,3053896191,008
7,3982237,621４２６６７２１，０９８
7,5032767,779３１６５３９８５５
9,1051649,269１４２２３８３８０
1905年
０６
０７
０８
０９
１９１０
，
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
以上の論述とは少し視点をかえて最後に力織機と手織機の台数等の動きか
ら，そこにおける「工場」の位置についてふれておきたい。そのために表１
．２１を作成した○絹織物業の機械制生産に関する従来の研究は，力織機にそ
の指標をおくことを主眼にしてきた。もちろん重要な指標であることは既に
述べたが，本章はくりかえしあきらかにしてきたようにそれ以外の指標に重
点を置き，分析の特徴をそこに求めてきた。しかし力織機をまったく無視す
るつもりはない○全絹織物生産で力織機が手織機生産を上まわったのは1912
－３９－
（明治45）年である。さらに「工場」において使用される力織機が全織機の
過半数となったのは1914（大正３）年である。次に輸出羽二重を同様にして
みると前者は同じく1912年，後者も1912年である。また輸出羽二重の｢工場」
の力織機が全織機の半分以上を占めたのは1914年である。以上からどの論点
をとったとしてもおそくも1914年までには石川県における絹織物生産におい
て力織機の普及は決定的となったといえよう。とくに輸出羽二重生産の重要
な役割を県内において考えるならば，力織機をつうじての機械制生産の画期
は1912年とみてさしつかえなかろう。
第５節絹織物「工場」展開の諸特徴
各項目別に絹織物「工場」の動向を考察してきたが，その展開の諸特徴を
整理することにしよう。その前提として石川県織物業史に関する従来の研究
の中から，次の４つを選び出してポイントを把握しておく。
その研究史の先駆的業績は中村静治『地方特殊産業の構造』における石川
絹織物業の発展過程に関する論文である。そこで中村は近世の小松・大聖寺
機業の展開過程を分析した後，織物業の近代化，戦争と人絹織物業といった
戦前史を中心に叙述している。本論と関連する部分では1900（明治33）年迄
をマニュファクチユア段階とし，以降を工場制工業の時代と見るなど，注目
すべき論点が多い。例えば1900年に中村は「革命的な変革｣('7)があったとみて
金沢を中心とした津田式動力機据付工場の登場を高く評価している。また江
沼．能美の「旧産地」にとどまらず，金沢・能登の「新興機業地」の展開，
そこにおける「遅れた日本資本主義の特殊性を表徴する企業家の出現｣，「輸
出羽二重委託商｣('8)の役割の指摘等実証部分はすぐないが後の研究の土台を
なす見解を提出している。さらに「産業革命を決定するものが蒸気力の充用
にある｣('9)とし，１９１９（大正８）年に「石川絹織物業は確実にその近代化を
完了｣(２０）したと述べている点も記憶しておこう。
石井寛治は織物金融を分析する前提に福井および石川の絹織物業の特徴を
把握し，又別に絹織物輸出の観点からの論文も執筆している(21)。この２論文
から当面次の３点を学びとっておくことにする。第１点は石川が福井ととも
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に新興輸出絹織物地帯であることを，表１．２２等より実証している。
しかし前述し 表１．２２輸出絹織物の主産地たようにそれは
1920年代までの群馬福井(A）石川(B１全国(･（A＋Ｂ)/Ｃ
ことであって’1887年６１１５３
その後福井の性９２1,2222,779
格は継続するが，９７3,1837,4001,15017,683４８％
石川の場合内地１９０２2,04310,8005,18725,704６２
向羽二重．縮緬０７1,27914,05210,90137,969６６１９１２33620,1739,04940,166７３生産も伸長して ２１－６１，７１５１９，３６５９４，６９１８６
くる。 羽二重生産額を示してあるが，1921年の両県は輸出絹織
第２は石川絹物生産額で，全国は絹織物類輸出総額。石井寛治「福井・
織物業の生産形石川絹織物業と金融｣(前掲，『日本産業金融史研究』所収）より作成。原典は『横浜市史』第４巻上，313頁，同前，
態の展開過程を第５巻上，381頁。単位は1,000円。
次の３期に時期区分している点である。すなわち1887（明治20）～1899（同
32）年を「小経営＝小機業家を基本としつつその分解の中からマニユフアク
チュアが出現してくる時期」，1900～1908（明治41）年頃迄を手織機主体の
「マニユフアクチユア展開期」，1909-1920（大正９）年を「機械制工場＝
力織機工場が中心となった」(22)機械制工場期としているのである。第３は織
物金融の問題でマニュ期には石川県特有の委託商と呼ばれる生糸・羽二重商
による問屋制的前貸形態が出現すると説く。ざらに1910年代以降，大機業家
は輸出商と直結し銀行からの融資を受けたが，中小機業家は委託商との結合
を深めて1920年代以降産元商社というこれも石川県独特の形態の下で生産の
拡大を企ると指摘している。
次に前出の神立春樹の見解を整理する。それは「加賀平野という水田単作
地帯において機業を展開せしめ｣(23)たという理解で独自性を示し,農業構造と
の関連で石川絹織物業の特徴を見ようとしている。結論的には「金沢市にお
ける新興輸出羽二重の勃興とその展開とともに，その周辺郡部への広汎な普
及・拡大におうところが大きい」とし，「このような農村部における機業者＝
小工場主は,その多くが村落上層＝地主層であること,そしてそれは小作料収
－４１
入のみでは生活を維持しえない程度の小地主層であること」(24)を検出してい
る。この見解は明らかに中村静治の分析の批判の上に成立っているものであ
る。もうひとつの論点は小松・大聖寺の伝統的機業地と金沢･周辺農村部(羽
咋郡までを金沢周辺部に含めるのは賛成しかねるが）との地域差を前提とし
つつ「工場」生産の展開を分析している点である。しかし主張点は了解でき
るが農村構造，「工場」の内容の各々の実証の根拠が薄弱であるd
最後に地域経済研究からのアプローチとして中村剛治郎の見解を紹介する。
中村は金沢を中心とした織物業の発展の条件を気候，資本，労働力，労働手
段の４つの側面から把握するために前述したのと同様の諸研究を検討してい
る。そのうえで「金沢の復興を担う地域的企業家精神」がその４つの条件を
「有機的に作動させ｣(25)たとする。さらに戦前金沢の機業織機を軸とした経
済発展過程は地域経済の内発的発展（主体性，独自性，地域内産業連関，自
律性，発展の質の５つの特徴をもったところの）の典型的パターンであると
主張する(26)。企業勃興期の創業者精神をこのように歴史的に意義づけること
には同意できるが，それを内発的発展というような不断に再生産されたもの
として把握できるか否か，それは検討を要する。また金沢の内発的発展が石
川県全体にどのような意味をもったのか，あるいは石川の絹織物等を金沢だ
けで見れるかどうかという点にも関心が及ぶが，いずれにせよ独創的な結論
である。
さて以上のような諸研究を念頭におきつつ,前節の分析をもとに絹織物｢工
場」の展開の諸特徴をまとめることにしよう。
絹織物「工場」の展開を考える際に，１９００（明治33）年は「工場」数の急
増傾向が開始し，金沢を中心とした機械制生産化の起点となる重要な年次で
ある．しかし増加している「工場」は原動機の設置状況・内容から考えて手
工的段階で，この時期以降をマニュファクチュア全盛期とする石井の規定と
合致する。したがって中村静治説は「工場」の分析結果からは同意できない。
マニユ全盛の成果は1904年に頂点に達し,輸出羽二重生産のこの時期でのピ
ークを迎える。1900年からの５年間の生産の伸びは３倍を上まわっている。
またこの時点で絹織物生産の地域差はきわめて明瞭で，それは伝統的な大聖
寺・江沼地域，輸出羽二重を生産するが「工場」化のおくれる小松・能美地
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域，新興輸出羽二重生産の金沢及周辺地域，全体の絹織物生産のおくれてい
る能登地域の４つに分かれている。
次いで1906（明治39）年は「工場」数のピークであるが，生産量は1904年
を下まわっている。結論的には原動機付「工場」数がきわめてすぐないこと，
その「工場」でも水力・蒸気力を主体としていること，「工場」の規模の中心
が10～30人の従業員規模にあったと推測されることから，いまだいわゆるマ
ニユファクチュア的｢工場｣の段階であった。また1900年と比較してみて｢工
場」数が顕著に増加したのは石川・河北・羽咋・鹿島と能美郡である。前４
郡はそれぞれの全業種「工場」の傾向も一致しており，神立説を補強してい
るようにも考えられる。しかし神立のいうように羽咋郡を金沢周辺地域に含
めて考えることは妥当であろうか。表１．１７でみる限り羽咋と鹿島は同類で
あるので，少くとも両郡を切り離しては考えられない。1910年代迄見通すと
能登地域は｢工場｣生産の動揺が激しく，新興地としての弱さや矛盾をいちは
やく露呈している。その意味でやはり金沢周辺部からは排除し,独立させて理
解した方がよかろう。したがって1906年は石川・河北の金沢周辺新興機業地
に羽咋郡を加えた地域を中心に，マニユ的「工場」の最盛期,機械制「工場」
生産への移行期として位置づけておく。
１９１０（明治43）年は1906年とくらべて大きくは変化していないようにみえ
るが，原動機の面からは水力，蒸気力から脱皮しつつあることは明白である。
また原動機付「工場」は全県的に増加しはじめ，さらに河北・金沢ではその
傾向が一段と顕著である。したがってこの時点は全県的に機械制「工場」生
産への過渡期の末期とみられる。しかしここでもまだ地域差が明確にある。
１９１３（大正２）年はそれまでの傾向がすでに大きく変化していることを知
るいくつかの手がかりを提供している。すなわち原動機付「工場」が全体の
過半数となり，その内容も電動機が圧倒的になっている。また「工場」の規
模のうえでも30人以上の「工場」の労働者が全体の半分をこえ，小規模「工
場」からの脱皮をうかがうことができる。さらに前年に力織機が手織機数を
大巾に上まわった点も加えてみておく必要がある。以上の諸点から1913年ま
でに絹織物業の機械制生産が確立したとみるべきであろう。この後の５年間，
大戦景気も手伝って1919（大正８）年のピークまでの間，生産量は約５倍と
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飛躍的に増加をした。石川県絹織物業の最盛期であったわけである。またこ
の時点までは明らかに輸出羽二重が主軸で，その生産の最盛期ともみること
ができる。．
ところで1914（大正３）年にその傾向はすでにはじまるが，1920(大正９）
年を境として輸出羽二重の比重は年々低下する。小巾の羽二重と縮緬という
国内用の絹織物が急速に増加するのである。1921(大正10)年には両品目合計
はついに輸出羽二重生産量を追い抜き，はじめてその地位が逆転する。当然
のことながら金沢及周辺部の生産量は相対的に低下し，大聖寺・江沼の伝統
的機業地が復活する。そして重要なことは1918（大正７）年の時点で判明し
ているように郡市別の地域差が縮少していることに注目しておきたい。
以上のことから石川県全体から検討した場合，絹織物「工場」制生産＝機
械制生産の確立の時期は日露戦後期から第１次大戦直前の時期である，と結
論づけてよい。これらの点は石井説を「工場」展開の側面から補強したこと
になるともいえよう。
第６節「工場」展開と石川県工業
第３節までにおいて石川県の「工場」の内容とその展開過程の分析を，全
県的視野で試みてきた。第４．５節ではその主導的部門である絹織物業の｢工
場」生産の展開とその特徴を，従来の諸研究成果に照らしつつ検討した。い
くつかの私見を提出しえたと考えるが，それをあらためて整理することはし
ない。
以上の「工場」の展開状況をもとに石川県工業の分析の問題点を摘出し，
あわせて課題を展望しつつ本章のまとめにかえることにしたい。
第１は「工場」の展開からみた石川県工業の発展の時期区分の問題である。
日露戦争期まではマニユファクチュア期と考えられ，手工的「工場」が主体
であった。また1900年迄は能登・鹿島郡等の製糸「工場」の比重が高いなど
全県的にみれば絹織物「工場」の規定的な位置はまだ確定していなかったと
いえよう。さらに郡市別の地域差，地域工業的特色もみられた。しかし1900
年の金沢の状況から考えて，1900年代に入ると「工場」の本格的展開への移
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行が開始されている。
日露戦後，本章の分析年次でいえば1906年以降は機械制「工場」生産の展
開が明確になり，1913年迄には石川県に機械制工業経営のもとの「工場」生
産が定着したと考えられる。また1900年以降，全県・全業種の「工場」の展
開は絹織物「工場」の展開にほぼ規定され，なかでも輸出羽二重「工場」生
産の圧倒的な役割が確認できる。絹織物業全体の生産の面でみると全県的に
地域的な差が解消されつつあったが，輸出羽二重生産の面では明確な地域差
＝地域的分業が逆に確定しつつあった。それにそって郡市別の地域的特産工
業の「工場」生産も見出される。
石川県工業は日露戦後～第１次大戦迄の時期に機械制生産が絹織物業を主
軸として定着したと結論づけることができる。この時期は日本産業革命研究
の観点からいえば日本資本主義の確立後独占段階へ移行する時期にあたるわ
けで，石川県はワンテンポおくれた資本主義の展開過程にあったことになる。
それはもっぱら主軸部門である絹織物業のもつ二重の特殊性，輸出依存型で
あることと一方では「守旧的」で多品種生産主体であったため機械制生産化
しにくいという条件から説明できよう。とくに輸出依存型である点は石川絹
織物業が自主的に発展するうえで制約をうけ，また日本資本主義の矛盾をき
わだった形でうける要因となったと考える。この点で福島県工業の展開と類
似するが，石川絹織物業の1920年代以後の展開過程の分析は今後の課題とな
る。
第２は第１節で提示したように，機械制生産が地方産業において支配的に
なることと，そこにおける主導的部門の全体に対する規定性についての問題
である。前者の支配的になることの内容とその過程については全業種，絹織
物業において一応分析できたと考える。そのなかで石川絹織物業が抱えてい
る２つの意味の地域差＝地域的分業の問題は課題となる。そのひとつは全国
織物業の中で何故輸出羽二重生産地域でありえたのかという点である。もう
ひとつは県内において大きくみれば輸出羽二重地域と非生産地域とに分業化
されている点である。石川県地域の観点では県内地域分業の意味の方により
強い関心を抱かざるをえない。当面は郡市別の地域特殊工業の展開の特徴を
把握する作業を行うべきであろう。金沢については不充分ながら第４章で論
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及しているが，窯業，漁網，漆器などは対象となる。鹿島郡の麻織物につい
ては絹織との関係でとくに歴史的分析を必要とする(27)。
こうした作業の上で後者の主導的部門としての絹織物の位置を再検討して
みたい。石川県における主導的産業・工業は再三ふれてきたように1900年以
後は絹織物業である。本章でみてきたように絹織物業の県内における地位は
圧倒的であり，明確であるためにかえってその規定'性について指標を定めに
くくしているともいえよう。
地方の産業経済の発展を孝察する場合に鉱業部門を除外するわけにはいか
ないことを，石井寛治の指摘に同意しつつ述べた。それは石川県でも例外で
はなく，この時期では尾小屋鉱山がそれに該当する。一定数の賃労働者の存
在のみならず，工産額に対する鉱産額の割合を考えてもそれは無視しえない。
地方に存在する鉱山労働者は地方の労働運動，社会運動の展開の中で主要な
位置をしめていた。しかし鉱山がもつ特殊な立地条件等から，応々にして１
地域社会から離れて独自の運動の枠内にとどまることも多かった(28)｡このこと
は生産面にもある程度共通しており，石川県の場合も鉱業が工業生産全体に
大きな規定力を発揮するということはみられなかった。この点を第３の問題
としておく。
最後に第４の問題として，絹織物業を中心とした機械制生産の展開のもと
で，なおかつ零細・小規模のマニュファクチュア的性格の「工場」が多く存
在した意味を取りあげておきたい。石川県の全「工場」は全国的にみれば機
械制工業のもとでの，『資本論』のいう近代的マニユファクチュアであるとも
いえよう。『資本論』の第13章機械と大工業の中でマルクスは機械及び工場に
ついてふれ，大工業によるマニュファクチュア，手工業，および家内労働の
、、、、、、、､、、、、
変革について述べている。そこで「近代的マニユファクチュア（というの｛よ，
ここでは,本来的工場以外の大規模なすべての作業場のこと)｣(29)という規定
を与えている。『資本論』の論旨では「廉価で未成熟な労働者の搾取は，近代
■、、、、､、、、、
的マニユファクチュアでは本来的工場におけるよりも－そう破廉恥｣(30)とな
るとあるように，機械制大工業のもとで生産力水準の低さを苛酷な労働条件
によって補いつつそれが存在することに力点をおいて説かれている。近代的
マニユファクチュアとは機械制大工業が資本制生産の中で支配的な形態とな
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っている段階におけるマニュファクチュアを指していることは明白であろう。
この点を山田盛太郎は日本産業革命期の４つの労役型中の，織物業を典型と
する「惨苦の茅屋｣(31)＝ヤンマーヘーレンと把握している。しかし，従来の
研究でこの点を深めたものは少なく，とくに近代的マニュの下での「'惨苦」
を味あう賃労働者の存在状況に関する研究はす〈ない。第１次大戦前の石川
県内にはそうした材料が数多くあったはずで，この点も今後の研究課題とし
ておきたい。
１）石井寛治「地域経済の変化｣(佐伯尚美・小宮隆大郎編『日本の土地問題』，
東京大学出版会，1972年，所収)347頁。
２）『石川県史』現代篇(3)（石)11県刊，1964年)３２頁。
３）同前，３３頁。時期区分については本章第５節を参照してほしい。
４）『福島県史』１８，産業経済１（福島県刊，1970年）５８頁。
５）同前，６３頁。
６）同前，６７頁。
７）大石嘉一郎「日本資本主義確立期に関する若干の理論的問題｣(歴史学研究会
『歴史学研究』295号，1964年12月，所収）７頁。
８）橋本哲哉「1900～1910年代の三池炭鉱｣(三井文庫『三井文庫論叢』第５号，
1971年）を参照。
９）古島敏雄「産業資本の確立」（『岩波講座日本歴史』１７，近代４，岩波書店，
1962年)，同『産業史Ⅲ』（体系日本史叢書，山川出版社，1966年）を参照。
１０）星埜惇「明治中期～昭和初期における『工場』展開の様相」（福島大学東北
経済研究所『東北経済』３１号，1959年10月）100頁。
11）例えば前掲『石川県史』現代篇(3)の工業の章。ここでは鉱業に関してその正
当な位置づけがなされていない。
12）同前，６４頁。
13）『江沼郡誌』（江沼郡刊，1925年）の第10章産業を参照。
14）原動機を有していない従業員30人以上規模の「工場」の存在が予想されるが，
資料中からは見いだしにくいので，一応考慮外とした。
15）三瓶孝子『日本機業史』（雄山閥1961年）396頁。
16）以上，山田盛太郎『日本資本主義分析』（岩波書店，1934年）４５頁。
17）中村静治『地方特殊産業の構造』（石川新聞社，1951年）３１頁。
18）同前，３３頁。
19）同前，３２頁。
20）同前，３８頁。
21）石井寛治「福井・石川絹織物業と金融」（山口和雄編『日本産業金融史研究』
織物金融篇，東京大学出版会，1974年，所収)，同「絹織物輸出の発展｣(『横浜
市史』第４巻上（横浜市刊，1965年，所収）の２論文である。
－４７－
22）石井前掲論文「福井・石川絹織物業と金融」662頁。
23）神立春樹『明治期農村織物業の展開』（東京大学出版会，1974年）５頁。
24）同前，171頁6
25）中村剛治郎『北陸地方における地域経済の確立に関する比較都市経済分析』
（北陸郵政局保険部委託研究報告書，1985年）７３頁。
26）同前，８０～81頁。
27）中村静治前掲書は織物のほか，織機，箔，漁網のそれぞれについて分析して
いる。
28）この点については，橋本哲哉「地方社会運動・労働運動史研究序論」上・中
・下（金沢大学『経済学部論集』第５巻１．２号，1984年12月・1985年３月，
第６巻２号:，1986年３月）を参照。
29）Ｋ・マルクス『資本論』第１部（青木書店，長谷部文雄訳，1954年)744頁。
30）同前，740頁。
31）山田盛太郎前掲書，４７頁。
－４８－
